
2024年度　刈谷豊田東病院クリニカルインディケータ（CI)一覧

指標名 合計

分子
773 791 800 667 742 630 690 533 438 483 693 606 8,588

分母

5,276 5,490 5,364 5,275 5,365 5,440 5,519 5,523 5,782 5,559 5,237 5,668 70,863

割合

14.7% 14.4% 14.9% 12.6% 13.8% 11.6% 12.5% 9.7% 7.6% 8.7% 13.2% 10.7% 12.1%

分子
741 830 786 726 820 755 918 728 781 679 669 717 9,970

分母
5,276 5,490 5,364 5,275 5,365 5,440 5,519 5,523 5,782 5,559 5,237 5,668 65,498

割合

14.0% 15.1% 14.7% 13.8% 15.3% 13.9% 16.6% 13.2% 13.5% 12.2% 12.8% 12.6% 15.2%

分子

5 14 17 14 11 18 18 14 22 19 11 17 191

分母

5,276 5,490 5,364 5,275 5,365 5,440 5,519 5,523 5,782 5,559 5,237 5,668 65,498

割合

0.95‰ 2.55‰ 3.17‰ 2.65‰ 2.05‰ 3.31‰ 3.26‰ 2.53‰ 3.80‰ 3.42‰ 2.10‰ 3.00‰ 2.92‰

分子

1 2 1 3 2 4 2 4 6 4 4 7 42

分母

5,276 5,490 5,364 5,275 5,365 5,440 5,519 5,523 5,782 5,559 5,237 5,668 65,498

割合

0.19‰ 0.36‰ 0.19‰ 0.57‰ 0.37‰ 0.74‰ 0.36‰ 0.72‰ 1.04‰ 0.72‰ 0.76‰ 1.24‰ 0.64‰

分子

0 1 1 0 0 2 1 0 0 1 0 0 6

分母

5,276 5,490 5,364 5,275 5,365 5,440 5,519 5,523 5,782 5,559 5,237 5,668 65,498

割合

0.00‰ 0.18‰ 0.19‰ 0.00‰ 0.00‰ 0.37‰ 0.18‰ 0.00‰ 0.00‰ 0.18‰ 0.00‰ 0.00‰ 0.09‰

分子
10 10 10 10 9 5 7 4 7 10 7 11 109

分母

173 178 178 164 189 171 179 181 178 180 188 172 2,320

割合

5.78% 5.62% 5.62% 6.10% 4.76% 2.92% 3.91% 2.21% 3.93% 5.56% 3.72% 6.40% 4.70%

2025年3月2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月2024年9月2024年4月 2024年5月 2024年6月 2024年7月 2024年8月

　尿道留置カテーテル使用率（％）
　分子：尿道留置カテーテル挿入患者延数

(人)
　分母：入院延べ患者数(人)

　転倒転落発生率(‰)
　分子：転倒転落件数(件)
　分母：入院延べ患者数(人)

 　身体拘束率（％）
 　分子：身体拘束患者数(人)
 　分母：入院患者数(人)

　褥瘡推定発生率（％）
　分子：褥瘡有病患者数-持ち込み患者数(人)
　分母：褥瘡有病率基準日の在院患者数(人)

 うち損傷レベル２以上
　分子：転倒転落数レベル２以上(件)
　分母：入院延べ患者数(人)

 うち損傷レベル４以上
　分子：転倒転落数レベル４以上(件)
　分母：入院延べ患者数(人)

●入院患者の転倒・転落発生率

入院中に転倒または転落した患者の割
合です。
当院ではベッドから転落したり、つま
ずいて転んだりしないように周囲の環
境を整え、評価と対策を行っていま
す。

●褥瘡発生率

褥瘡とは「床ずれ」とも言われ、寝た
きりなどにより体重で圧迫されている
部分の血流が悪くなることで皮膚が赤
くなったり、傷ができてしまうことを
いいます。 褥瘡推定発生率は当院に
おいて新たに褥瘡が発生した患者の割
合を示します。

指標の概要

●身体拘束率

身体抑制は制限の程度が強く、二次的
な身体的障害を生じる可能性もあるた
め、代替方法が見出されるまでのやむ
を得ない処置として行われる行動制限
であり、早期に他の方法に切り替える
ように努めなければならないものとさ
れています。
当院では身体抑制の最小化に向けて取
り組んでおり、抑制中であっても安全
に配慮しながらできるだけ抑制しない
対応を行っています。

●尿道留置カテーテル使用率

本指標は値が高いか低いかをみるもの
ではなく、あくまでカ
テーテル関連尿路感染症のアウトカム
指標を算出するため
の事前準備として把握する

損傷状態

6 UTD 記録からは測定不可能

5 死亡 転倒による損傷の結果、患者が死亡した。

4 重度

手術、ギブス、牽引、骨折を招いた。(必要となっ

た。）神経損傷・身体内部の損傷のため診察が必

要となった。

3 中等度
縫合、ステリー・皮膚接着剤、副子が必要となっ

た。または筋肉・関節の挫傷を招いた。

2 軽度
包帯、氷、創傷洗浄、四肢の拳上、局所薬が必要

となった。あざ・擦り傷を招いた

1 なし 患者に損傷はなかった

損傷レベル


